
◎
古
文
書
の
中
の
泉
南
市 

 

中
世
、
一
世
を
風
靡
し
た
「
熊
野
詣
」
、
蟻
の
熊

野
詣
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
熊
野
へ
向
か
う
人
の
列

が
蟻
の
よ
う
に
連
な
っ
て
い
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
今

回
、
ま
と
め
て
く
だ
さ
っ
た
熊
野
街
道
に
つ
い
て
の

資
料
の
切
り
口
は
、
古
典
文
学
か
ら
見
た
熊
野
街
道

で
す
。
有
名
な
歌
人
、
藤
原
定
家
の
「
熊
野
御
幸
記
」

や
説
話
集
「
今
昔
物
語
」
な
ど
の
中
に
、
泉
南
市
で

の
出
来
事
が
生
き
い
き
と
描
か
れ
て
い
ま
す
。
熊
野

街
道
の
別
名
は
「
小
栗
街
道
」
、
照
手
姫
と
小
栗
判

官
の
純
愛
物
語
「
小
栗
判
官
」
か
ら
街
道
の
名
前
が

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
泉
南
市
が
出
て
く
る
最
初
の

文
献
は
、
な
ん
と
「
日
本
書
紀
」
で
す
。
神
話
の
時

代
か
ら
続
く
泉
南
市
、
こ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら

街
を
歩
く
と
、
普
段
見
慣
れ
た
街
角
や
風
景
も
一
変

す
る
は
ず
で
す
。 

◎
「
泉
南
物
語
」
を
具
体
化
す
る 

 

「
泉
南
物
語
」
第
一
回
、
新
家
編
と
い
う
の
は
決

定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
具
体
的
な
話
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
い
つ
、
誰
が
、
ど
う
や
っ
て

等
々
、
こ
れ
か
ら
詰
め
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

手
作
り
で
つ
く
り
ま
す
。
資
料
も
お
話
し
も
参
加
者

が
主
体
で
や
り
ま
す
。
話
す
の
は
苦
手
だ
な
と
い
う

方
は
裏
方
で
も
か
ま
い
ま
せ
ん
。
関
わ
る
、
繋
が
る

こ
と
が
大
切
で
す
。
一
緒
に
繋
が
り
ま
せ
ん
か
。 

◎
「
サ
ロ
ン
」
の
広
が
り 

「
泉
南
物
語
」
、
今
は
サ
ロ
ン
に
出
て
く
れ
て
い

る
メ
ン
バ
ー
が
主
と
な
っ
て
や
っ
て
い
ま
す
が
、
随

時
、
誰
で
も
参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
泉

南
市
と
い
う
土
壌
で
、
蔓
が
伸
び
る
よ
う
に
人
と
人

が
繋
が
っ
て
広
が
れ
ば
面
白
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
。

泉
南
市
を
も
っ
と
良
く
し
た
い
。
も
っ
と
知
り
た

い
。
伝
え
た
い
。
お
茶
も
お
菓
子
も
で
ま
せ
ん
が
、

好
奇
心
で
満
腹
に
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。 

み
な
さ
ん
、
サ
ロ
ン
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。 
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三
月
二
十
七
日
（
火
）
平
成
二
十
九
年
度
第
十
一
回

「
泉
南
・
市
民
ま
ち
づ
く
り
サ
ロ
ン
」
が
泉
南
市
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
五
名
（
市
民
三
名
、

職
員
二
名
）
の
参
加
で
サ
ロ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

【
共
催
：
泉
南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
】 

三
月
も
下
旬
、
す
っ
か
り
暖
か
く
な
り
ま
し
た
。
今

回
の
サ
ロ
ン
の
参
加
者
は
五
名
で
し
た
。
少
な
い
参
加

で
し
た
が
、
泉
南
市
の
こ
と
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。

サ
ロ
ン
は
自
由
参
加
で
す
。
な
の
で
、
み
な
さ
ん
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
少
人
数
の
と
き
は
、
少
人

数
な
り
に
面
白
い
意
見
が
飛
び
交
い
ま
す
。 

 ◎
泉
南
市
を
伝
え
よ
う 

 

今
回
の
参
加
者
か
ら
、「
泉
南
物
語
」
に
つ
い
て
、
ま

と
め
た
資
料
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
熊
野
街
道
に
か
か
る

ま
と
め
、
お
菊
松
の
伝
承
、
山
田
家
住
宅
に
つ
い
て
等
、

興
味
深
く
ま
と
め
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
し
た
。
私
た
ち

の
暮
ら
す
泉
南
市
に
は
深
い
歴
史
が
あ
り
ま
す
。
埋
も

れ
さ
せ
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
物
ば
か
り
で
す
。
子
ど

も
達
に
伝
え
た
い
お
話
し
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

熊
野
街
道
を
歩

い
て
み
よ
う
！ 

＊
泉
南
市
の
花
の
季
節
＊ 

四
月
で
す
。
「
花
笑
み
泉
南
」 

花
の
街
、
泉
南
市
で
は
金
熊
寺
の 

ウ
メ
が
終
わ
り
、
サ
ク
ラ
を
初
め 

様
々
な
花
が
ほ
こ
ろ
び
始
め
ま
す
。 

堀
河
ダ
ム
、
種
河
神
社
、
一
岡
神 

社
と
市
内
に
は
サ
ク
ラ
の
名
所
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
四
月
下
旬
に
は
信
達
宿
の
ノ
ダ
フ
ジ
、
五
月
に
は

林
昌
寺
の
ツ
ツ
ジ
、
六
月
に
は
長
慶
寺
の
ア
ジ
サ
イ
、

夏
の
盛
り
に
は
農
業
公
園
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ロ
ー
ズ

が
咲
き
乱
れ
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
岡
田
浦
の
ハ
マ
ヒ

ル
ガ
オ
や
信
達
小
学
校
前
の
ヒ
マ
ワ
リ
な
ど
、
見
ど
こ

ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
泉
南
市
Ａ
Ｂ
Ｃ
委
員
会
で

は
、
花
い
っ
ぱ
い
運
動
を
展
開
し
、
泉
南
市
の
花
サ
ク

ラ
ソ
ウ
の
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
四
月
二
十
九

日
（
日
）
は
恒
例
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
祭
り
、
会
場
と
な
る
体
育

館
に
は
こ
の
冬
株
分
け
し
た
ニ
ホ
ン
サ
ク
ラ
ソ
ウ
が
可

憐
な
花
を
咲
か
せ
て
い
る
は
ず
で
す
。 


